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氷
川
町
奨
学
資
金
貸
付
制
度

　
こ
の
制
度
は
、高
等
学
校
・
大
学
・

専
門
学
校
等
に
進
学
又
は
在
学
中
の

人
で
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
な
場
合
、申
請
す
る
こ
と
で
奨
学
資

金
を
貸
し
付
け
る
制
度
で
す
。

◆
資
　
格

本
人
ま
た
は
保
護
者
が
町
内
に
居

住
し
、か
つ
日
本
学
生
支
援
機
構
又

は
そ
の
他
の
公
私
の
団
体
か
ら
学

資
の
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
な
い
人

◆
奨
学
金
の
額（
月
額
）

　
高
等
学
校
　
１
万
５
０
０
０
円

　
大
学
・
専
門
学
校
　
　   

３
万
円

◆
貸
付
期
間

貸
付
を
開
始
し
た
月
か
ら
在
学
す

る
学
校
の
正
規
の
修
業
期
間

◆
返
還
期
間

卒
業
後
１
年
を
経
過
し
た
月
か
ら

貸
し
付
け
を
受
け
た
年
数
の
２
倍

の
期
間
内

◆
貸
付
利
息
　
　
無
利
子

◆
申
請
時
期

申
請
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。学

校
教
育
課
備
え
付
け
の
申
請
用
紙

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
問
い
合
わ
せ
先
　

　
氷
川
町
教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

　
☎
62
・
３
３
１
３

【
平
成
24
年
度
調
査
区
】

地
籍
調
査
の
登
記
が
完
了
し
ま
し
た

　
平
成
24
年
度
調
査
区（
大
野
・
野
津

の
各
一
部
）の
地
籍
調
査
成
果
の
登
記

が
平
成
30
年
５
月
８
日
を
も
っ
て
完

了
し
ま
し
た（
左
図
参
照
）。

　
今
後
は
、法
務
局
に
お
い
て
地
籍
調

査
後
の
登
記
簿
謄
本
や
字
図
が
取
得
い

た
だ
け
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、平
成
25
年
度
調
査
区
お
よ

び
平
成
26
年
度
調
査
区（
大
野
の
一

部
）の
成
果
に
つ
い
て
は
県
お
よ
び
国
へ

の
認
証
手
続
き
が
終
了
し
、法
務
局
八

代
支
局
へ
成
果
の
送
付
準
備
中
で
す
。

問
農
地
整
備
課
　
☎
52
・
５
８
５
５

農
地
整
備

学
校
教
育

　掲載しています詩は、相田さんの「自分の番いのちのバトン」という詩です。さて、詩の途中を（　）で空欄にし
ていますが、ここにはある数が入ります。どのくらいの数が入ると思われますか。一代前の父母で二、二代前の
祖父母で四、三代前の曾祖父母で八、・・・、10代前で1024、20代前では100万を超します。　　　
　つまり、すごい人の命のリレーにより、今、自分という人間はここにいることになります。
　相田さんの詩は、自分が今ここに存在することの不思議さとともに自分や他の人の命の尊さを気づかせてく
れる詩であり、人々に強いエネルギーを与えてくれる詩と思います。
　子ども・大人も新しいスタートを切り、生活にも仕事にも慣れてきたこの時期、自分の命の大切さを考えてみ
ましょう。
　そして、多くの人たちの命のリレーで繋がれた自分を精一杯表現されてみてはいかがでしょう。

（詩の（　）内の言葉：百万人を）

人権啓発コーナー　「人が尊重され、生きがいが感じられる　あたたかい町」

【お問い合わせ先】　氷川町教育委員会　生涯学習課　☎52・5860

自
分
の
番

　
い
の
ち
の
バ
ト
ン

　父
と
母
で
二
人

父
と
母
の
両
親
で
四
人

そ
の
ま
た
両
親
で
八
人

こ
う
し
て
か
ぞ
え
て
ゆ
く
と

十
代
前
で
千
二
十
四
人

二
十
代
前
で
は
　
　
　
？
　

な
ん
と（
　
　
　
　
）超
す
ん

で
す

過
去
無
量
の

い
の
ち
の
バ
ト
ン
を
受
け
つ
い
で

い
ま
こ
こ
に

自
分
の
番
を
生
き
て
い
る

そ
れ
が

あ
な
た
の
い
の
ち
で
す

そ
れ
が
　
わ
た
し
の

い
の
ち
で
す

　相
田
み
つ
を
著

「
し
あ
わ
せ
は
い
つ
も
」

（
文
化
出
版
局
刊
）よ
り

平成26年度調査区
成果送付準備中

平成25年度調査区
成果送付準備中

平成24年度調査区
登記完了
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児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届
の

提
出
に
つ
い
て

　
現
在
、児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給

さ
れ
て
い
る
人
は
、毎
年
６
月
中
に
現
況

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
現
況
届
は
、６
月
１
日
に
お
け
る

ご
家
族
や
加
入
保
険
な
ど
、受
給
者

の
現
況
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。対
象
者
に
は
６
月
中
旬
に
届
書

を
発
送
し
ま
す
の
で
、期
限
ま
で
に
提

出
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、現
況
届
の
提
出
が
な
い
場

合
、６
月
分
以
降
の
手
当
が
差
し
止

め
と
な
り
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限

　
６
月
29
日
㈮
ま
で

◆
提
出
先
　

　
◦
町
民
環
境
課

　
◦
宮
原
振
興
局
　
総
務
振
興
課

◆
提
出
書
類

①
児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届

②
課
税
情
報
の
確
認
に
係
る
同
意
書

③
認
印（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

④
健
康
保
険
証
の
写
し
ま
た
は
年
金

加
入
証
明
書（
国
民
年
金
以
外
の

加
入
者
の
み
）

⑤
平
成
30
年
１
月
２
日
以
降
に
氷
川

町
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、前
住
所

地
の
市
町
村
が
発
行
す
る
平
成
30

年
度
課
税
証
明
書
　

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
の
個
人

番
号
が
分
か
る
も
の
の
提
示
に
よ

り
省
略
可

⑥
そ
の
ほ
か
、必
要
に
応
じ
た
書
類

（
養
育
す
る
児
童
と
別
居
し
て
い

る
場
合
な
ど
）

問
町
民
環
境
課
　
町
民
環
境
係

　
☎
52
・
５
８
５
１

プ
ー
ル
監
視
員
の
募
集

　
夏
休
み
期
間
中
に
宮
原
小
学
校
の

プ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す
の
で
、そ
の
監

視
員
を
募
集
し
ま
す
。内
容
な
ど
詳
し

い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
監
視
期
間

　
７
月
20
日
㈮
～
８
月
26
日
㈰

◆
監
視
時
間

　
17
～
19
時

◆
募
集
人
員
数

　
６
名
程
度（
高
校
生
以
上
）

◆
申
込
期
限

　
６
月
15
日
㈮

◆
賃
金

　
１
時
間
８
６
４
円

◆
そ
の
他

　
２
人
体
制
で
監
視
を
行
い
ま
す

問
生
涯
学
習
課
　
☎
52
・
５
８
６
０

活
用
し
ま
せ
ん
か
？

「
氷
川
町
人
材
育
成
研
修
助
成
制
度
」

　
こ
の
制
度
は
、町
民
が
自
主
的
に
行

う
人
材
育
成
研
修
に
対
し
て
助
成
を

行
い
、そ
の
成
果
を
も
っ
て
町
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。研
修
に
よ
り
、「
町
が
抱
え
る
問
題

を
解
決
し
た
い
！
」「
町
を
も
っ
と
元
気

に
し
た
い
！
」と
い
う
人
は
、ぜ
ひ
活
用

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
研
修

　
助
成
の
対
象
と
な
る
研
修
は
、国

内
外
の
先
進
地
で
の
研
修
、調
査
お

よ
び
視
察
で
、以
下
の
い
ず
れ
か
の
目

的
の
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

①
教
育
、文
化
お
よ
び
産
業
な
ど
の

分
野
で
、視
野
を
広
め
、知
識
や
技

術
等
を
身
に
付
け
る
た
め

②
地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決
の
手
法

を
体
得
す
る
た
め

※
研
修
後
の
町
内
へ
の
波
及
効
果
が

期
待
で
き
な
い
も
の
や
助
成
意
義

が
薄
い
も
の
な
ど
は
助
成
の
対
象

と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者

　
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
、

次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
人
で
す
。

①
町
内
に
居
住
し
、申
請
時
点
で
満

年
齢
60
歳
以
下
の
人

②
地
域
活
動
や
団
体
活
動
に
参
加
す

る
な
ど
、帰
町
後
そ
の
成
果
を
積
極

的
に
生
か
し
う
る
と
認
め
ら
れ
る
人

③
過
去
３
年
以
内
に
本
助
成
金
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
人

※
た
だ
し
、同
一
の
研
修
へ
の
申
込
は

５
人
以
内
で
す
。

◆
助
成
額

　
交
通
費
、宿
泊
費
の
実
費
額（
氷
川

町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
で

定
め
ら
れ
た
額
を
上
限
）、研
修
に
必

要
と
認
め
ら
れ
る
費
用
を
対
象
と
し
、

そ
の
７
割
以
内
の
額
を
助
成
し
ま
す
。

た
だ
し
、国
内
研
修
の
場
合
は
10
万

円
、国
外
研
修
の
場
合
は
30
万
円
が
上

限
で
す
。（
１
千
円
未
満
は
切
捨
て
）

※
助
成
の
適
否
は
、氷
川
町
人
材
育

成
派
遣
研
修
選
考
委
員
会
に
お
い

て
審
査
さ
れ
ま
す
。

◆
申
請
方
法

　
助
成
制
度
を
利
用
し
た
い
人
は
、申

請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。制
度
内
容

や
申
請
書
提
出
時
に
必
要
な
書
類
の

説
明
を
行
い
ま
す
の
で
、ま
ず
は
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限

　
平
成
31
年
１
月
31
日

問
宮
原
振
興
局
　
総
務
振
興
課

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
　
　

　
☎
62
・
２
３
１
７

町
民
環
境

生
涯
学
習

総
務
振
興


